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中
東
の
地
域
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
国
際
・

地
域
・
国
家
レ
ベ
ル
に
加
え
、
都
市
に

お
け
る
近
年
の
傾
向
に
も
着
目
し
、
中

東
の
安
全
保
障
構
造
に
関
し
て
若
干
の

将
来
展
望
を
示
し
て
み
た
い
。

●
軍
事
力
に
関
す
る
量
的
・
質
的

変
化

　

近
年
、
国
際
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
の
影
響
力
が
衰
退
し
た
と
も
い
わ

れ
る
。
中
東
地
域
で
も
こ
の
傾
向
を
懸

念
す
る
声
は
あ
る
。
た
だ
、
域
内
の
軍

事
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
量
的
・
質
的
な

変
化
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
存
在

は
今
も
な
お
際
立
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
量
的
な
変
化
に
つ
い
て
、
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
に
よ
れ

ば
、
二
〇
一
一
～
一
五
年
の
間
、
中
東

地
域
へ
の
武
器
供
給
国
の
な
か
で
ア
メ

リ
カ
が
五
三
％
と
抜
き
ん
出
て
い
る

（
参
考
文
献
①
）。
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
が

約
一
〇
％
、
ロ
シ
ア
が
約
八
％
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
二
〇
一
一
～
一
五
年
の
中

東
に
お
け
る
武
器
輸
入
は
そ
の
前
の
五

年
間
と
比
べ
、
六
一
％
も
増
加
し
た
。

武
器
移
転
先
の
う
ち
、
二
七
％
は
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
一
八
％
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
一

四
％
は
ト
ル
コ
で
あ
る
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
の
武
器
輸
入
は
、
そ
の
前
の
五
年

間
と
比
べ
、
二
七
五
％
増
と
な
っ
た
。

そ
の
他
、
カ
タ
ー
ル
は
二
七
九
％
増
、

イ
ラ
ク
は
八
三
％
増
で
あ
る
。
国
別
の

軍
事
支
出
を
み
れ
ば
、
二
〇
一
五
年
、

域
内
で
最
大
の
軍
事
支
出
が
み
ら
れ
た

国
は
、
二
〇
〇
六
年
と
比
べ
倍
の
増
加

を
み
せ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
あ
り
、

支
出
額
は
約
八
七
二
億
ド
ル
（
世
界
第

三
位
）
で
あ
る
。
反
対
に
、
二
〇
〇
六

年
と
比
べ
約
三
〇
％
も
減
少
し
た
の
は

イ
ラ
ン
で
、
約
一
〇
三
億
ド
ル
の
支
出

と
な
っ
た
。
主
な
減
少
は
、
二
〇
一
二

年
の
Ｅ
Ｕ
の
経
済
制
裁
後
に
み
ら
れ
た
。

　

一
方
、
量
的
な
変
化
に
加
え
て
注
目

す
べ
き
は
、
質
的
な
軍
事
力
と
技
術
力

の
変
化
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
や
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
等
は
、
軍
事
技
術
で
圧
倒

的
優
位
の
ア
メ
リ
カ
と
関
係
性
が
あ
る

た
め
、
先
端
武
器
に
加
え
、
サ
イ
バ
ー

戦
分
野
や
情
報
・
監
視
・
偵
察
（
Ｉ
Ｓ

Ｒ
）
技
術
等
の
援
助
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
他
方
で
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係

性
と
質
的
な
軍
事
力
や
技
術
力
を
持
た

な
い
国
は
、
装
備
の
近
代
化
・
ハ
イ
テ

ク
化
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。
た
と
え

ば
イ
ラ
ン
は
、
量
的
な
評
価
に
基
づ
く

一
部
の
軍
事
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
域
内

上
位
国
に
入
る
が
、
質
的
に
み
れ
ば
、

戦
闘
機
等
の
主
要
な
装
備
に
古
い
も
の

も
少
な
く
は
な
い
。
二
〇
一
五
年
核
合

意
後
の
欧
米
等
の
経
済
制
裁
解
除
に
と

も
な
い
、
今
後
イ
ラ
ン
の
軍
事
支
出
増

加
も
予
想
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
武
器

供
給
（
量
）
と
軍
事
技
術
（
質
）
で
圧

倒
す
る
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
改
善
さ

れ
な
い
限
り
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
等
と

辻
田 

俊
哉

中
東
の
安
全
保
障
構
造

―
都
市
化
の
傾
向
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
視
点
を
ふ
ま
え
て
―

の
質
的
な
差
を
埋
め
る
の
は
難
し
い
。

　

質
的
な
パ
ワ
ー
を
持
た
な
い
主
体
が

そ
れ
な
り
の
戦
略
と
戦
術
を
用
い
る
傾

向
は
引
き
続
き
み
ら
れ
た
。
パ
ワ
ー
が

劣
勢
の
者
は
、
相
手
国
と
の
通
常
戦
よ

り
も
、
相
手
の
脆
弱
性
を
狙
う
ゲ
リ
ラ

戦
や
テ
ロ
行
為
の
手
段
で
非
対
称
戦
と

も
い
わ
れ
る
戦
略
を
重
視
す
る
。
理
論

上
、
持
た
ざ
る
者
は
あ
る
程
度
の
合
理

性
を
有
す
る
限
り
、
ま
た
よ
ほ
ど
追
い

込
ま
れ
な
い
限
り
、
軍
事
力
が
優
勢
な

相
手
に
対
し
真
っ
向
か
ら
挑
む
通
常
戦

争
を
引
き
起
こ
す
と
は
考
え
ら
れ
難
い
。

　

量
的
・
質
的
な
変
化
か
ら
み
れ
ば
、

引
き
続
き
域
内
で
の
通
常
戦
争
の
可
能

性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
年
の

変
化
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
恩
恵
を
受
け
た
質
的

な
パ
ワ
ー
を
持
て
る
国
の
数
が
増
え
た

と
い
え
る
。
中
東
で
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ

エ
ル
紛
争
が
ホ
ッ
ト
イ
シ
ュ
ー
で
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
質
的
な
軍
事
的
優
位
性
だ

け
が
目
立
っ
た
頃
と
比
べ
れ
ば
、
小
さ

く
は
な
い
変
化
で
あ
る
。

●
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
統
治
な
き
地
域

　

国
家
間
の
通
常
戦
争
の
可
能
性
が
低

い
な
か
で
、
昨
今
、
中
東
に
お
け
る
安

全
保
障
上
の
最
重
要
課
題
は
、
テ
ロ
等

で
は
な
く
脆
弱
国
家
の
問
題
で
あ
る
と

の
意
見
は
根
強
い
（
参
考
文
献
②
）。
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世
銀
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
指
標
の
「
政
府
の

有
効
性
」
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
五
年
、

二
一
四
の
国
・
地
域
の
中
で
下
位
グ
ル

ー
プ
の
域
内
国
は
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
、

イ
エ
メ
ン
、
リ
ビ
ア
で
あ
っ
た
。

　

脆
弱
国
家
は
地
域
情
勢
に
負
の
影
響

を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
問
題
で
あ
る
。

ま
ず
、
脆
弱
国
家
の
多
く
に
は
統
治
が

行
き
届
か
な
い
地
域
が
あ
る
が
、
そ
の

「
統
治
な
き
地
域
」
は
非
国
家
武
装
集

団
の
能
力
向
上
を
図
る
拠
点
に
な
り
や

す
い
。
一
九
八
〇
年
代
の
レ
バ
ノ
ン
や

二
〇
〇
〇
年
代
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な

ど
、
統
治
な
き
地
域
か
ら
武
装
集
団
が

台
頭
し
た
例
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、

統
治
な
き
地
域
は
情
勢
悪
化
の
誘
因
と

な
り
か
ね
な
い
。
上
述
時
期
の
レ
バ
ノ

ン
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
ア
メ
リ
カ
が
武
力
攻
撃
を
行
っ
た

よ
う
に
、
統
治
な
き
地
域
を
抱
え
る
脆

弱
国
家
が
他
国
か
ら
攻
撃
を
受
け
、
脆

弱
性
が
一
層
増
し
た
例
が
あ
る
。
今
日

の
シ
リ
ア
や
イ
エ
メ
ン
の
よ
う
に
、
大

国
ま
で
巻
き
込
ん
だ
紛
争
に
発
展
す
る

例
も
あ
り
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
と
し
て
地

域
紛
争
に
至
る
リ
ス
ク
も
孕
ん
で
い
る
。

●
都
市
化
傾
向
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　

統
治
な
き
地
域
の
問
題
が
こ
れ
以
上

増
え
な
い
た
め
に
も
、
近
い
将
来
に
国

家
の
脆
弱
性
を
高
め
う
る
要
素
に
も
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
要
素
の
一

つ
と
し
て
、
都
市
圏
の
動
向
が
あ
げ
ら

れ
る
。
世
界
的
傾
向
と
し
て
都
市
化
が

急
速
に
進
展
す
る
な
か
、
今
後
、
都
市

圏
の
動
向
が
国
家
の
脆
弱
性
ひ
い
て
は

地
域
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

　

国
連
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
世
界
の

総
人
口
に
占
め
る
都
市
人
口
の
割
合

（
都
市
化
率
）
は
、
一
九
五
〇
年
に
は

三
〇
％
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
七
年

に
は
五
〇
％
を
超
え
、
二
〇
五
〇
年
に

は
六
六
％
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る

（
参
考
文
献
③
）。
中
東
地
域
で
も
都
市

化
は
顕
著
で
あ
る
。
世
銀
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
中
東
・
北
ア
フ
リ

カ
地
域
の
都
市
化
率
は
、
一
九
六
〇
年

に
は
三
五
％
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇
一

五
年
に
は
六
四
％
に
達
し
た
。
国
別
の

都
市
化
率
を
み
れ
ば
、
カ
タ
ー
ル
の
九

九
％
を
含
め
、
多
く
の
国
で
七
〇
％
を

超
え
た
。
都
市
化
率
が
半
分
に
も
満
た

な
い
域
内
国
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
四
三
％

と
イ
エ
メ
ン
の
三
五
％
の
み
で
あ
る
。

た
だ
、
エ
ジ
プ
ト
に
は
カ
イ
ロ
と
い
う

人
口
一
〇
〇
〇
万
人
以
上
の
都
市
圏
の

こ
と
を
指
す
メ
ガ
シ
テ
ィ
が
あ
る
。

　

世
界
の
都
市
化
率
が
僅
か
三
％
だ
っ

た
一
九
世
紀
初
頭
や
、
一
三
％
だ
っ
た

二
〇
世
紀
初
頭
と
は
異
な
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
加
え
、
大
都

市
圏
化
が
進
展
す
る
今
世
紀
前
半
で
は
、

都
市
圏
の
効
率
性
と
機
能
性
が
一
層
問

わ
れ
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き
い
。

す
で
に
、
多
く
の
国
で
都
市
圏
に
お
け

る
経
済
や
科
学
技
術
等
の
分
野
で
の
成

功
が
そ
の
国
の
成
長
を
牽
引
し
て
い
る
。

逆
に
み
れ
ば
、
経
済
格
差
や
民
族
・
宗

教
等
の
構
成
に
よ
る
社
会
的
分
断
に
よ

っ
て
主
要
都
市
の
機
能
が
不
足
し
て
い

る
場
合
、
そ
の
国
全
体
の
脆
弱
性
が
高

ま
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
大
都
市
圏

化
の
傾
向
は
、
国
家
の
安
全
に
も
重
要

な
影
響
を
与
え
う
る
。
人
口
密
度
が
高

い
分
、
テ
ロ
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
に
対

し
て
脆
弱
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
対
策
の
一
つ
と
し
て
問
わ
れ

る
の
が
、
何
ら
か
の
リ
ス
ク
の
状
況
に

適
応
で
き
る
能
力
、
お
よ
び
事
態
が
悪

化
し
た
状
況
に
対
し
て
回
復
で
き
る
能

力
か
ら
な
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
能

力
で
あ
る
。
主
要
都
市
が
自
然
災
害
や

テ
ロ
等
の
被
害
を
受
け
て
も
、
そ
の
シ

ョ
ッ
ク
や
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
つ
つ
、
早

期
に
日
常
生
活
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
た
場
合
、
そ
の
都
市
を
抱
え
る

国
が
紛
争
下
の
状
況
で
も
発
展
を
遂
げ

た
例
は
み
ら
れ
た
。
特
に
、
都
市
機
能

の
回
復
に
は
政
府
の
み
の
取
組
で
は
限

界
が
あ
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
取

組
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た

と
え
ば
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
が
取

り
組
む
「
世
界
一
〇
〇
都
市
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
」
に
は
、
域
内
か
ら
は
ヨ
ル
ダ

ン
の
ア
ン
マ
ン
、
レ
バ
ノ
ン
の
ビ
ブ
ロ

ス
、
エ
ジ
プ
ト
の
ル
ク
ソ
ー
ル
、
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
区
の
ラ
マ
ッ
ラ
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
テ
ル
ア
ビ
ブ
の
五
都
市
で
の
取

組
が
評
価
さ
れ
た
（
参
考
文
献
④
）。

　

上
述
の
よ
う
な
近
年
の
都
市
化
傾
向

は
、
安
全
保
障
構
造
の
展
望
を
検
討
す

る
際
に
重
要
な
視
点
を
提
供
す
る
可
能

性
を
持
つ
。
都
市
圏
が
国
家
の
脆
弱
性

や
地
域
に
及
ぼ
し
う
る
影
響
に
加
え
、

都
市
圏
と
国
家
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
能
力

に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

と
同
時
に
、
今
後
中
東
の
安
全
保
障
構

造
を
検
討
す
る
際
に
は
、
各
レ
ベ
ル
に

お
け
る
質
的
な
パ
ワ
ー
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
加
え
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
持
て
る
者

と
持
た
ざ
る
者
の
格
差
に
も
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
つ
じ
た　

と
し
や
／
大
阪
大
学
Ｃ
Ｏ

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
講
師
）
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